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国
民
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
の
影
響
で
収
入
が
減
っ
て
い
ま
す

が
、
2
0
2
0
年
度
税
収

は
60
・
8
兆
円
で
2
年
ぶ

り
に
過
去
最
高
を
更
新
し

ま
し
た
。
基
幹
3
税
の
内

訳
は
法
人
税
が
11
・
2
兆

円
、
所
得
税
が
19
・
2
兆

円
、
消
費
税
が
21
兆
円
で

す
。
前
年
に
比
べ
て
の
税

収
の
伸
び
で
は
法
人
税
が

4
3
7
5
億
円
、
所
得
税

が
1
9
1
億
円
、
消
費
税
が
2
兆
6
1
8

7
億
円
で
す
。
法
人
税
と
所
得
税
の
伸
び

を
合
わ
せ
た
よ
り
も
消
費
税
が
約
6
倍
も

増
え
て
い
ま
す
。

世
界
的
に
も
コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
が
疲
弊

す
る
な
か
、62
の
国
や
地
域
が
消
費
税（
付

加
価
値
税
）
の
減
税
に
踏
み
切
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
は
食
料
や
飲
料
な

ど
の
付
加
価
値
税
を
20
％
か
ら
5
％
に
引

き
下
げ
、
ド
イ
ツ
で
は
現
行
の
19
％
の
税

率
を
16
％
に
、
食
料
品
な
ど
の
軽
減
税
率

7
％
を
5
％
に
下
げ
ま
し
た
。

衆
議
院
選
挙
を
目
前
に
、
す
で
に
各
政

党
の
選
挙
公
約
の
原
案
で
「
消
費
税
率
5

％
へ
の
時
限
的
な
引
き
下
げ
」（
立
憲
）、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
え
ぐ
中
小
企
業
を
救
う

た
め
に
も
消
費
税
5
％
減
税
を
」
（
共

産
）
、
「
野
党
共
闘
の
条
件
と
し
て
消
費

税
5
％
を
」
（
れ
い
わ
）
と
表
明
さ
れ
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
「
2
年
間
を
目
安
に
し

た
消
費
税
率
5
％
へ
の
引
き
下
げ
」
（
維

新
）
、
「
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
消
費
税
を

3
年
間
ゼ
ロ
に
す
る
」
（
社
民
）
、
「
景

気
が
回
復
す
る
ま
で
消
費
税
率
5
％
に
減

税
」
（
国
民
）
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
政
党
と
し
て
消
費
税
引
き
下
げ
に

反
対
し
て
い
る
の
は
自
民
党
と
公
明
党
で

す
が
、
消
費
税
の
引
き
下
げ
に
賛
成
す
る

国
会
議
員
は
全
体
で
3
4
1
人
で
全
議
員

の
48
％
（
全
国
商
工
団
体
連
合
会
の
調
査

・
6
月
16
日
現
在
）に
上
り
、自
民
党
議
員

も
1
0
0
人
以
上
が
賛
同
し
て
い
ま
す
。

世
界
的
に
も
消
費
税
の
減
税
が
大
き
な

潮
流
と
な
る
な
か
、
衆
議
院
選
挙
で
消
費

税
減
税
を
大
き
な
争
点
と
し
て
押
し
上
げ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

9
月
21
日
、
国
会
議
員
会
館
で

東
京
土
建
を
始
め
と
す
る
4
土
建

1
県
連
な
ど
は
、
9
月
9
日
の
中

小
企
業
庁
に
引
き
続
き
、
建
設
ア

ク
シ
ョ
ン
の
行
動
と
し
て
初
め
て

と
な
る
財
務
省
要
請
行
動
を
行
な

い
、
32
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
要

請
で
は
、
①
適
格
請
求
書
等
保
存

方
式
（
イ

ン
ボ
イ
ス

制
度
）
の

導
入
を
中

止
す
る
こ

と
、
②
消

費
税
率
を

5
％
に
引

き
下
げ
る

こ
と
、
③

大
企
業
と

富
裕
層
を

優
遇
す
る

税
制
を
改

め
財
源
を

確
保
す
る

こ
と
、
を

求
め
ま
し

た
。竹

内
伸

之
千
葉
土
建
副
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
財
務
省
主
税
局
の
課
長

補
佐
4
人
が
回
答
を
行
な
い
ま
し

た
が
、
前
向
き
な
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

参
加
し
た
各
組
合
の
代
表
者
か

ら
は
、
「
イ
ン
ボ
イ
ス
の
導
入
で

混
乱
が
生
じ
る
の
は
目
に
見
え
て

い
る
。
免
税
業
者
は
消
費
税
の
制

度
す
ら
よ
く
知
ら
な
い
者
が
多
い

状
況
を
知
っ
て
い
る
の
か
。
導
入

は
中
止
す
べ
き
だ
」
「
消
費
税
増

税
の
た
び
に
外
注
化
が
進
み
、
雇

用
が
不
安
定
化
し
て
い
る
。
消
費

税
率
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
」
「
乾

い
た
雑
巾
を
絞
る
よ
う
に
低
所
得

者
か
ら
税
金
を
と
る
の
で
は
な

く
、
応
能
負
担
の
原
則
に
従
っ
て

大
企
業
や
金
持
ち
に
課
税
強
化
を

す
べ
き
だ
」
な
ど
と
、
強
く
要
望

内
容
の
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

な
お
要
請
に
は
、笠
井
亮
、畑
野

君
枝
衆
議
院
議
員
、
堀
井
晶
東
京

都
連
書
記
長
が
同
席
し
ま
し
た
。

【
府
中
国
立
・
書
記
・
前
田
寛

史
通
信
員
】府
中
国
立
支
部
で
は
、

9
月
19
日
、
府
中
診
療
所
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
集

団
接
種
を
開
催
し
、
1
7
8
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

7
月
頃
か
ら
支
部
に
は
「
市
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た
け
ど

予
約
が
取
れ
な
い
」
「
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
重
症
化
を
防
止
し
た

い
」
な
ど
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し

て
仲
間
か
ら
の
切
実
な
声
が
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
支
部
社
保

対
部
で
「
仲
間
の
要
求
に
応
え
る

た
め
に
支
部
で
の
集
団
接
種
を
実

現
し
よ
う
」
と
地
元
の
府
中
診
療

所
と
の
交
渉
を
始
め
ま
し
た
。
府

中
診
療
所
の
河
内
拓
己
事
務
長
は

「
労
働
組
合
で
の
ワ
ク
チ
ン
集
団

接
種
は
画
期
的
な
取
り
組
み
。
東

京
土
建
府
中
国
立
支
部
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
改
め
て
地
域
医
療
の

担
い
手
と
し
て
の
や
り
が
い
を
感

じ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

集
団
接
種
当
日
、
家
族
で
参
加

し
た
渡
邊
昭
作
常
任
執
行
委
員
は

「
府
中
市
で
は
予
約
が
取
り
に
く

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
分
会
の

仲
間
と
の
対
話
の
中
で
集
団
接
種

の
お
知
ら
せ
を
広
げ
た
。
秋
の
仲

間
づ
く
り
も
始
ま
っ
た
。
こ
ん
な

状
況
だ
か
ら
こ
そ
皆
で
力
を
合
わ

せ
る
仲
間
づ
く
り
を
進
め
た
い
」

と
の
決
意
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

【
本
部
・
佐
藤
正
雄
記
】
9
月

12
日
、立
川
市
地
域
で
毎
月
1
回
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
生
活
困
窮
者
に
食

糧
配
布
支
援
と
生
活
相
談
を
行
な

う「
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
フ
ー
ド
立
川
」（
市

民
や
労
組
、
政
党
有
志
で
運
営
）

が
開
催
さ
れ
、
多
摩
西
部
支
部
が

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
小
笠
原

・
吉
野
両
書
記
、
本
部
の
佐
藤
書

記
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
、
清

水
委
員
長
と
女
性
の
会
役
員
が
今

後
の
協
力
の
た
め
に
視
察
を
し
ま

し
た
。

1
5
0
人
を
超
え
る
人
々
が
食

糧
を
受
け
取
り
に
訪
れ
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
貧
困
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
作
業
服
を

着
た
建
設
職
人
ら
し
い
人
も
い
ま

し
た
。
ニ
ッ
カ
ポ
ッ
カ
姿
の
方
に

話
し
か
け
る
と
、
コ
ロ
ナ
で
仕
事

が
な
く
な
り
、
家
賃
を
払
え
ず
に

立
川
駅
周
辺
で
路
上
生
活
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
生
活
保
護
を
申
請

し
、
住
ま
い
を
確
保
し
て
生
活
を

立
て
直
し
て

い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

今
後
、
地
域

の
支
援
者
と

協
力
し
て
対

応
し
て
い
き

ま
す
。

多
摩
西
部

支
部
は
こ
の

取
り
組
み

に
、
継
続
的

に
協
力
し
、

地
域
で
も
貢

献
し
て
い
き

ま
す
。

9
月
16
日
、
東
京
地
裁
4
2
1

号
法
廷
で
、中
野
健
太
郎
さ
ん（
品

川
）
に
対
す
る
警
視
庁
中
野
警
察

署
に
よ
る
不
当
な
取
り
調
べ
事
件

（
本
紙
2
0
1
9
年
6
月
1
日
に

詳
細
を
掲
載
）
の
期
日
が
行
な
わ

れ
、
品
川
支
部
、
本
部
他
17
人
の

仲
間
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
10
回
目
の
期
日
で
、

こ
れ
ま
で
は
書
面
で
の
や
り
と
り

等
で
し
た
が
、
初
め
て
証
人
尋
問

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
原
告
側
で

中
野
さ
ん
と
妻
の
文
子
さ
ん
、
警

視
庁
の
方
は
3
人
の
警
察
官
が
証

言
に
立
ち
ま
し
た
。
午
前
中
は
文

子
さ
ん
、
警
察
官
2
人
、
そ
し
て

午
後
は
警
察
官
1
人
と
中
野
さ
ん

本
人
が
代
理
人
（
弁
護
士
）
、
ま

た
裁
判
官
か
ら
の
尋
問
に
答
え
た

後
、
今
後
の
審
理
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
確
認
し
、
午
後
4
時
ご

ろ
に
閉
廷
し
ま
し
た
。

中
野
さ
ん
は
「
今
日
、
証
言
に

立
っ
て
、
よ
う
や
く
一
区
切
り
が

つ
い
た
と
い
う
気
持
ち
で
す
。
東

京
土
建
の
皆
さ
ん
の
支
援
に
は
感

謝
し
て
い
ま
す
。
建
設
産
業
に
働

く
仲
間
の
名
誉
の
た
め
に
も
今
後

も
た
た
か
っ
て
い
き
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
傍
聴
し

た
仲
間
か
ら
も
「
中
野
さ
ん
は
立

派
な
証
言
だ
っ
た
」
と
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。

9
月
15

日
、
全
労
連

会
館
で
東
京

土
建
も
事
務

局
団
体
と
し

て
加
わ
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
反
対
連

絡
会
の
総
会

が
行
な
わ

れ
、
会
場
で

14
人
、
リ
モ

ー
ト
で
64
会

場
（
東
京
土

建
で
は
23
会

場
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
木
村
潮
人
東

京
土
建
書
記
次
長
は
「
5
月
に
デ

ジ
タ
ル
関
連
6
法
案
が
可
決
成
立

し
、
9
月
に
は
菅
首
相
肝
い
り
の

デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
足
し
た
。
学
術

会
議
任
命
拒
否
問
題
、
コ
ロ
ナ
対

策
、
五
輪
強
行
と
こ
と
ご
と
く
国

民
へ
の
説
明
を
怠
っ
て
き
た
が
、

デ
ジ
タ
ル
関
連
法
案
も
膨
大
な
内

容
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
き
わ
め
て

短
時
間
で
強
引
に
可
決
成
立
し

た
。
そ
も
そ
も
デ
ジ
タ
ル
改
革
の

カ
ギ
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
ま
と
も
な
説
明
も
な
い
ま
ま
、

利
便
性
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
き

た
。
国
の
個
人
監
視
に
よ
る
人
権

侵
害
、
情
報
流
失
の
リ
ス
ク
の
解

明
も
せ
ず
、
推
進
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
国
民
管
理
で
は
な
く
、
国

民
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
改
革

こ
そ
政
府
は
め
ざ
す
べ
き
だ
」
と

述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、大
住
広
太
弁
護
士（
デ

ジ
タ
ル
監
視
社
会
に
反
対
す
る
法

律
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
「
デ
ジ

タ
ル
庁
の
発
足
と
デ
ジ
タ
ル
改
革

の
問
題
点
」
と
題
し
て
講
演
を
行

な
い
、
総
会
で
は
、
署
名
宣
伝
行

動
、
学
習
、
議
員
要
請
な
ど
の
新

年
度
の
諸
活
動
や
新
事
務
局
長
に

齊
藤
辰
巳
さ
ん
（
全
労
連
）
を
と

い
う
人
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
で
財
務
省
要
請

中野さん堂々証言
不当取調事件１０回期日

中野さん（後列左から5人目）と
支援に駆け付けた品川支部の仲間

イ
ン
ボ
イ
ス
は
中
止
せ
よ

イ
ン
ボ
イ
ス
は
中
止
せ
よ

接種会場で

仲
間
の
要
望
に
応
え
て

府中国立

要望書を提出。左から5人目が中村東京土建委員長

集
団
接
種
を
実
施

品
川

フ
リ
ー
フ
ー
ド
に
協
力

多摩西部

「
路
上
生
活
し
て
い
る
」

許すなデジタル監視
マイナンバー反対連が総会

柴崎公園で行なわれました

消
費
税
減
税
を
選
挙
の
争
点
に

求

人

求

職


